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江差高校バレー部 部員６人で全道切符 !

平成24年
9月議会

　９月定例会を、９月11日から13日の３日間の会期で開催しました。
　11日は、町長から行政報告を受けた後、一般質問を行い５名の議員が医
療や教育など町政運営の基本姿勢をただし、その後休会し13日午前中まで
決算審査特別委員会において平成23年度決算を集中審議。
　また、13日午後に再開された会議では、企業の進出や雇用の促進を目指
した「企業立地の促進及び雇用の奨励に関する条例」や補正予算など30の
議案などが提案され、審議の結果全てを可決しました。

－もくじ－
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平成23年度決算を認定
  町財政は着実に改善へ!!

　10 月６日７日、全日本バレーボール高等学
校選手権大会北海道函館支部予選が行われ、江
差高校が見事に 11 年ぶりの全道切符を手にし
ました。中学未経験者も含め部員６人で成し遂
げた栄光に拍手！
　11月13日からの全道大会、健闘を祈ります。



議会だより ２

　

例
年
、
９
月
定
例
会
は
前
年
度
に
お
い
て
町
は
ど
の
様
な
財
政
運
営

を
し
た
の
か
、
そ
の
成
果
と
、
結
果
と
し
て
財
政
の
状
況
が
ど
う
だ
っ

た
か
に
つ
い
て
が
主
た
る
審
議
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
場
合
は
そ
れ
に
加
え
、
不
足
す
る
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

た
め
、
企
業
の
立
地
や
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
た
条
例
の
提
案
が
あ
り
、

可
決
し
ま
し
た
。

　

国
の
法
律
と
連
動
し
た
も
の
以
外
で
は
47
年
ぶ
り
の
条
例
で
、
議
会

と
し
て
も
早
期
制
定
を
望
ん
で
い
た
も
の
で
す
。

　
奨励に関する条例」を制定 ９

月
定
例
会

「江差で働きたいのに仕事がない。」という
声をよく聞きます。この条例は、一人でも
多くその希望が叶うよう環境を整備するた
めのものです。

（写真は町内中学校の職場体験から）

 

企
業
立
地
促
進
の
支
援
は

 

小
さ
な
事
業
所
も
カ
バ
ー

　
「
企
業
立
地
の
促
進
及
び

雇
用
の
奨
励
に
関
す
る
条

例
」
は
、
町
独
自
に
企
業
進

出
の
呼
び
水
と
な
る
よ
う
設

け
た
も
の
で
、
国
の
制
度
に

よ
る
も
の
以
外
で
は
47
年
ぶ

り
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
道
内
に
お
け
る

他
の
自
治
体
で
も
独
自
の
条

例
は
設
け
て
お
り
ま
す
が
、

支
援
内
容
に
つ
い
て
は
道
内

の
他
自
治
体
と
比
べ
て
も
高

い
水
準
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
町
広
報
誌
10

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︿
他
に
改
正
さ
れ
た
条
例
﹀

　

国
の
法
律
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
次
の
３
つ
の
条
例
を

一
部
改
正
し
て
い
ま
す
。

◆
防
災
会
議
条
例

◆
災
害
対
策
本
部
条
例

◆
公
共
下
水
道
条
例

条
　
　
例 
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産業経済の活性化と雇用機会の拡大を目指し
「企業立地の促進及び雇用の

決
算
関
連

 

え
さ
し
荘
の
移
転
改
築
費

 

１
億
円
を
支
援

　

４
つ
の
会
計
で
９
項
目
の

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
可

決
し
ま
し
た
。

　
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

え
さ
し
荘
改
築
整
備
事
業
補

助
」
は
、
現
施
設
の
老
朽
化

な
ど
か
ら
柳
崎
地
区
高
台
へ

の
移
転
改
築
に
対
す
る
事
業

者
へ
の
支
援
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
中
、
こ
の

町
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

施
設
で
あ
り
、
福
祉
医
療
機

構
か
ら
の
借
入
金
利
子
相
当

額
と
し
て
１
億
円
の
支
援
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

130
名
定
員
は
そ
の
ま
ま
で

す
が
、
全
室
個
室
化
し
来
年

早
々
移
転
と
な
り
ま
す
。

︿
補
正
さ
れ
た
他
の
主
な
事

業
﹀

◆
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業　

補
正
額　

１
８
６
万
８

千
円
（
全
額
一
般
財
源
）

　

接
種
後
に
麻
痺
の
恐
れ
が

な
い
ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
薬
品

単
価
と
接
種
回
数
の
増
等
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
農
地
集
積
協
力
金
事
業　

　
　

補
正
額　

３
百
万
円

　
　
　
　
　
　
（
全
額
道
費
）

　

農
作
業
効
率
の
向
上
を
目

指
し
、
農
地
の
集
積
化
を
推

進
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

◆
江
差
追
分
会
運
営
補
助　

　
　

補
正
額　

10
万
円

　
　
　
　
　
（
全
額
寄
付
金
）

　

札
幌
の
「
江
差
同
郷
会
」

か
ら
追
分
振
興
の
た
め
に
い

た
だ
い
た
寄
付
金
を
会
へ
補

助
と
し
ま
し
た
。

◆
町
道
除
雪
対
策

補
正
額　

２
千
２
０
４
万
６

千
円
（
全
額
一
般
財
源
）

　

冬
場
に
お
け
る
町
内
一
円

の
除
雪
対
策
経
費
で
す
。

◆
江
差
小
学
校
屋
内
体
育
館

耐
震
改
修
工
事
実
施
設
計
業

務
委
託

補
正
額　

３
０
９
万
８
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

耐
震
工
事
で
残
っ
て
い
る

体
育
館
分
の
設
計
費
で
す
。

 

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

 

一
般
会
計
・
国
保
会
計
に

 

２
名
が
認
定
に
反
対

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計

ほ
か
９
つ
の
会
計
に
関
す
る

執
行
状
況
な
ど
は
、
本
会

議
を
13
日
の
午
前
ま
で
休
会

し
、
議
長
及
び
議
会
選
出
監

査
委
員
を
除
く
決
算
審
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
集
中
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
議
終
了
後
の
本
会
議
に

お
け
る
「
認
定
」「
否
決
」

の
採
決
で
は
、
結
果
的
に
全

会
計
と
も
認
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
一
般
会
計
と
国
保
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
２
名
の
議

員
が
反
対
し
ま
し
た
。

　

関
連
記
事
は
６
ペ
ー
ジ
以

降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

 

財
政
状
況
改
善
を
実
感

　

町
長
か
ら
前
年
度
決
算
に

関
す
る
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
が
市
町
村
な
ど

の
財
政
状
況
に
関
し
て
設
け

て
い
る
指
標
に
対
し
て
、
決

算
状
況
が
ど
う
だ
っ
た
か
と

い
う
も
の
で
す
。

　

指
標
中
、
町
の
借
金
返
済

の
比
率
に
関
す
る
「
実
質
公

債
費
比
率
」
は
一
昨
年
ま
で

25
％
を
超
え
、
町
が
行
な
う

事
業
の
起
債
借
入
が
規
制
さ

れ
る
と
と
も
に
、
国
か
ら
財

政
再
建
の
た
め
の
計
画
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
そ
の

指
標
が
24
・
３
％
に
下
が
り

そ
の
状
況
を
脱
却
。
平
成
23

年
度
決
算
で
は
20
・
０
％
と

財
政
状
況
の
改
善
が
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
お
け
る
住
民
理

解
と
行
政
努
力
を
数
字
で
実

感
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
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町
長
か
ら
、
６
月
議
会
以
降

の
出
来
ご
と
の
う
ち
次
の
５
件

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

『
江
差
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
㈱
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
の
買
取
制
度
へ
の
移
行
に
つ

い
て
』

　

同
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
の

手
続
を
終
了
し
、
新
た
な
売
電

単
価
に
よ
る
契
約
を
北
海
道
電

力
と
締
結
す
る
。
新
価
格
の
適

用
開
始
は
10
月
１
日
を
予
定
。

『
日
本
風
力
開
発
㈱
の
子
会
社
で

あ
る
江
差
風
力
開
発
㈱
の
経
営

譲
渡
に
つ
い
て
』

　

日
本
風
力
開
発
㈱
が
江
差
で

展
開
す
る
風
力
発
電
に
つ
い
て
、

㈱
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
へ
経
営
譲
渡
。

　

江
差
北
風
力
発
電
所
の
風
車

の
運
営
や
地
元
と
の
各
種
の
協

定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
継

承
さ
れ
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命　

　

２
名
の
教
育
委
員
が
任
期
満

了
を
迎
え
、
両
名
と
も
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
10
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
9
月
30
日
ま
で

の
4
年
間
で
す
。

　

新　

木　

秀　

幸　

氏

　
　
　
　
　
（
豊
川
町
・
62
歳
）

　

加　

澤　

優
香
子　

氏

　
　
　
　
　
（
泊
町
・
49
歳
）

工
事
名	

農
業
体
質
強
化
基
盤

整
備
事
業
暗
渠
排
水
整
備
工
事

契
約
額　

７
千
３
５
万
円

契
約
先	

田
畑
・
道
南
土
木
経

常
建
設
共
同
企
業
体

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更

　

江
差
中
学
校
改
築
工

事
に
つ
い
て
、
同
計
画

の
事
業
と
し
て
取
り
進

め
る
た
め
変
更
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

◆
町
道
路
線
の
認
定

路
線
名
「
円
山
第
４
団

地
通
り
」　

　

こ
れ
ま
で
は
町
営
住

宅
円
山
第
４
団
地
内
の

敷
地
内
通
路
と
し
て
い

た
箇
所
に
つ
い
て
、
来

年
度
、
３
階
建
て
道
営

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
た
こ
と
か

ら
町
道
と
認
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
、
町
管
理
の
公
園

に
お
け
る
草
刈
り
作
業
中
、
小

石
が
跳
ね
て
走
行
中
の
ト
ラ
ッ

ク
に
接
触
し
、
運
転
席
側
ガ
ラ

ス
を
全
壊
さ
せ
た
件
に
つ
い
て
、

費
用
２
万
９
千
85
円
を
町
が
加

入
す
る
損
害
賠
償
保
険
に
て
補

修
す
る
こ
と
で
和
解
し
ま
し
た
。

そ
　
の
　
他

工
事
請
負
契
約
の
締
結

行
政
報
告 

人
事
案
件

和
解
の
報
告中央の道路が新しく町道に認定された「円山第４団地通り」

左手の建物が「かもめ保育園」で道営住宅は保育園の裏に建設されます。
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『
函
館
労
働
基
準
監
督
署
江
差
駐

在
事
務
所
の
存
続
に
か
か
る
要

請
行
動
に
つ
い
て
』

　

事
務
所
の
平
成
25
年
３
月
末

廃
止
は
撤
回
さ
れ
た
も
の
の
、

廃
止
提
案
が
再
浮
上
す
る
と
い

う
不
安
が
払
拭
さ
れ
な
い
た
め
、

８
月
31
日
、
江
差
町
長
他
１
名

が
地
域
を
代
表
し
て
北
海
道
労

働
局
長
に
檜
山
町
村
会
長
、
檜

山
町
村
議
会
議
長
会
長
な
ど
の

連
名
に
よ
る
要
請
書
を
直
接
手

渡
し
て
い
る
。

『
Ｊ
Ｒ
江
差
線
、
江
差
か
ら
木
古

内
間
の
営
業
に
つ
い
て
』

　

９
月
３
日
、
北
海
道
旅
客
鉄

道
㈱
か
ら
、
江
差
線
木
古
内
・

江
差
間
に
関
し
て
平
成
26
年
度

初
頭
で
の
同
線
区
鉄
道
事
業
の

廃
止
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ
っ

た
。

　

同
社
は
、
廃
止
後
の
地
域
住

民
の
交
通
手
段
確
保
は
出
来
る

限
り
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表

明
し
て
お
り
、
上
ノ
国
・
木
古

内
２
町
と
対
策
協
議
会
を
設
置

し
、
慎
重
に
対
処
す
る
方
針
。

『
寄
附
採
納
に
つ
い
て
』

　

札
幌
市
在
住
の
『
脇　

千
賀

子
』
様
よ
り
、「
函
館
戦
争
や
厚

沢
部
川
流
域
の
新
田
開
発
に
関

す
る
も
の
を
始
め
と
す
る
古
文

書
１
８
９
点
」
な
ど
の
郷
土
資

料
を
、
ま
た
、
江
差
町
字
姥
神

町
17
番
地
『
高
橋
管
財
合
名
会

社
』
様
よ
り
「
歴
ま
ち
地
区
の

土
蔵
有
効
活
用
に
よ
る
町
政
の

振
興
発
展
の
た
め
に
」
と
姥
神

町
の
土
地
４
筆
、
土
蔵
４
棟
を

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
。

意 見 書 を 提 出
　９月定例会では８議員より提出された１１件の
意見書が全て可決され、同日付で関係行政機関へ
提出しました。

◆泊原発の再稼動をやめ、原発ゼロの北海道の実
　現を求める意見書
◆森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関
　する意見書
◆地球温暖化対策に関する｢地方財源を確保、充
　実する仕組み｣の構築を求める意見書
◆保険で良い歯科診療の実現を求める意見書
◆香港民間団体による領海侵入及び尖閣諸島不法
　上陸に関する意見書
◆李明博韓国大統領の言動に抗議し、政府に対韓
　国外交の見直しを求める意見書

◆自治体における防災・減災のための事業に対す
　る国の財政支援を求める意見書
◆中小企業の成長支援策の拡充を求める意見書
◆税制全体の抜本的改革の確実な実施を求める意
　見書
◆気象事業の整備拡充を求める意見書
◆｢脱法ドラッグ｣とりわけ｢脱法ハーブ｣に対する
　早急な規制強化等を求める意見書

脇氏から寄贈いただいた資料は、幕末の北部地
域における稲作に関する資料が多く見られる。
写真の絵図には「越前、中網」などの地名も。
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10 会計総額 76 億 7,359 万円を認定
町民目線で 慎重にチェック

　決算審査特別委員会（室井正行委員
長）は、９月 11 日午後から実質２日
間日程で委員会を開催し、平成 23 年
度各会計の歳入歳出全般に係る執行状
況を集中審議しました。
　結審後、本会議で報告した決算審査
意見書と委員会における担当者との質
疑を要約してお伝えします。

　会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出
一 般 会 計 50 億 5,481 万円 48 億 1,105 万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 費 10 億 7,777 万円 10 億 6,685 万円
後 期 高 齢 者 医 療 9,679 万円 9,664 万円
介 護 保 険 9 億 147 万円 8 億 7,6111 万円
営 林 費 1,802 万円 1,802 万円
公 共 下 水 道 事 業 2 億 7.084 万円 2 億 7.065 万円
公設地方卸売市場事業 78 万円 53 万円
港 湾 整 備 事 業 249 万円 21 万円
奨 学 金 605 万円 605 万円

水 道 事 業 会 計 3 億 9,412 万円 5 億 2,550 万円
合　　　　　　　  計 78 億 2,314 万円 76 億 7,359 万円

　

各
課
担
当
職
員
か
ら
予
算

の
執
行
状
況
や
実
施
事
業
に

関
す
る
質
疑
を
終
え
た
後
、

委
員
会
と
し
て
23
年
度
決
算

を
「
認
定
」
す
べ
き
と
し
ま

し
た
。

　

本
会
議
で
行
っ
た
委
員
長

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
着
実
な
財
政
健
全
化

　

実
質
公
債
費
比
率
が
前
年

度
に
比
較
し
減
少
し
て
お

り
、
ま
た
平
成
24
年
度
決
算

時
に
は
、
18
％
以
下
も
想
定

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
財
政

健
全
化
に
確
実
に
取
り
進
め

ら
れ
て
い
る
。

○
事
業
獲
得
を
評
価

　

町
の
自
主
財
源
の
増
は
期

待
で
き
な
い
中
で
、
国
、
道

等
の
財
源
を
活
用
し
な
が
ら

効
果
的
な
行
財
政
運
営
が
見

受
け
ら
れ
る
。

○
未
収
対
策
の
徹
底
を

　

税
な
ど
収
入
未
済
額
も
高

額
と
な
っ
て
お
り
、
収
納
に

つ
い
て
一
層
の
努
力
を
。

　

各
所
管
の
審
査
に
お
け
る

指
摘
や
要
望
、
意
見
が
今
後

の
行
政
執
行
に
活
か
さ
れ
る

よ
う
強
く
望
む
。

○
的
確
な
財
政
計
画
を

　

大
規
模
な
事
業
と
し
て
江

差
中
学
校
の
改
築
が
予
定
さ

れ
、
ま
た
水
道
事
業
会
計
に

お
い
て
は
事
業
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
的

確
な
財
政
計
画
を
持
ち
な
が

ら
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
夢

と
希
望
が
も
て
る
町
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
強
く

望
む
。

　

委
員
長
報
告
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財
政
計
画

Q　
監
査
か
ら
不
用
額
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
下
で
確
保
し
た

予
算
で
多
く
の
不
要
額
を
出

す
の
で
は
な
く
、
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
る
の
で
は
。

A　
事
業
を
や
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

入
札
な
ど
の
残
や
節
約
な
ど

で
の
結
果
も
入
っ
て
い
る
。

医　

療

Q　
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
受

診
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、

要
因
な
ど
は
。

A　
平
成
23
年
度
か
ら
個

人
負
担
を
無
料
化
し
た
こ
と

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

町
営
住
宅

Q　
国
の
交
付
金
事
業
以

外
は
補
修
を
や
っ
て
い
な
い

の
で
は
。
不
用
額
な
ど
で
対

応
す
べ
き
。

A　
軽
微
な
も
の
は
、
要

請
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

る
。
大
規
模
な
も
の
に
な
れ

ば
、
不
要
額
で
対
応
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル

Q　
こ
の
取
り
組
み
の
方

向
性
は
良
い
と
思
う
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
考
え

て
い
る
の
か
。

A　
役
場
玄
関
に
設
置
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
結
構
利

用
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
も

１
ヶ
所
設
け
る
予
定
。
衛
生

処
理
組
合
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
委
託
を
含
め
て
調

査
を
進
め
て
い
く
。

水
堀
プ
ー
ル

Q　
水
堀
プ
ー
ル
、
利
用

状
況
は
。

A　
各
学
校
全
学
年
に
よ

る
プ
ー
ル
授
業
や
、
教
委
主

催
の
水
泳
教
室
等
で
あ
り
、

一
般
と
し
て
の
子
ど
も
達
の

利
用
は
地
元
水
堀
も
含
め
て

少
な
い
状
況
で
あ
る
。

福　

祉

Q　
除
雪
サ
ー
ビ
ス
は
人

材
も
足
り
な
く
て
目
い
っ
ぱ

い
と
聞
い
て
い
る
が
事
情

は
。

A　
事
業
団
と
町
内
会
に

依
頼
し
て
い
る
。
確
か
に
受

託
す
る
側
も
高
齢
化
し
て
い

る
。
委
託
料
金
の
再
検
討
も

必
要
。
内
部
で
協
議
し
て
い

る
。

国
保
会
計

Q　
国
保
会
計
の
基
金
は

増
え
て
い
る
。
国
保
税
の
軽

減
な
ど
に
使
え
な
い
か
。

A　
平
成
24
年
度
で
、
前

期
高
齢
者
負
担
の
関
係
で
約

１
億
円
程
度
の
取
崩
し
を

予
定
し
て
い
て
、
残
額
は

７
千
万
円
程
度
く
ら
い
と
な

る
。
今
後
の
医
療
費
の
動
向

も
あ
る
。

税
の
滞
納

Q　
高
額
滞
納
リ
ス
ト
か

ら
、
固
定
資
産
税
で
平
成
22

年
度
も
平
成
23
年
度
も
滞
納

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
財

産
が
あ
る
の
に
納
入
し
て
い

な
い
と
思
う
が
、
財
産
の
整

理
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

財
産
の
差
押
な
ど
強
制
処

分
を
ど
う
す
る
の
か
。

A　
事
業
経
営
が
う
ま
く

い
か
な
く
て
、
納
入
が
困
難

な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
滞
納
者

に
は
そ
う
い
う
事
例
の
人
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

預
金
や
生
命
保
険
等
は
差

し
押
さ
え
を
進
め
て
い
る
。

保
育
料
滞
納

Q　
滞
納
リ
ス
ト
の
資
料

で
、
給
与
所
得
者
で
あ
り
な

が
ら
平
成
23
年
度
分
を
一
切

納
入
し
て
い
な
い
人
は
ど
の

よ
う
な
状
況
の
人
か
。

A　
平
成
23
年
度
分
は
納

入
ゼ
ロ
だ
が
、
以
前
か
ら
滞

納
し
て
い
る
方
。
徴
収
し
た

保
育
料
は
過
年
度
分
に
充
当

し
て
い
る
の
で
平
成
23
年
度

分
は
そ
の
ま
ま
残
る
。

水
道
財
政

Q　
水
道
料
金
を
値
上
げ

し
て
間
も
な
い
が
厳
し
い
状

況
。
平
成
24
年
度
の
中
で
し

っ
か
り
と
財
政
計
画
を
立
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
。

A　
人
口
減
、
水
道
管
の

老
朽
化
、
漏
水
な
ど
の
原
因

も
あ
る
。
上
ノ
国
ダ
ム
の
返

還
が
大
き
い
。
対
応
を
課
の

中
で
検
討
し
て
い
る
。

委 員 会 質 疑
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︿
町
長
総
括
質
疑
﹀

◆
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営

方
針
は
。

A　
現
在
指
定
管
理
制
度

を
実
施
し
て
い
る
。

　

町
営
と
い
う
形
で
運
営
す

る
こ
と
が
良
い
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
民

間
の
方
に
管
理
運
営
を
任
せ

る
方
向
性
も
検
討
し
て
み
た

い
。

◆
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
は
職
員

対
応
で
は
な
く
民
間
へ
委
託

す
べ
き
で
は
。

A　
民
間
業
者
へ
の
委
託
を

検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

◆
町
内
の
集
会
施
設
は
防
災

と
い
う
観
点
か
ら
必
要
な
補

修
を
す
べ
き
で
は
。

A　
議
会
終
了
後
、
職
員

に
検
討
さ
せ
必
要
な
部
分
は

12
月
議
会
で
の
補
正
予
算
や

来
年
度
当
初
予
算
で
対
応
し

た
い
。

◆
町
職
員
住
宅
が
古
く
な
っ

て
い
る
。
修
繕
で
は
な
く
、

民
間
活
力
を
活
か
す
方
向
へ

転
換
す
べ
き
で
は
。

A　
現
行
で
９
戸
が
空
い

て
い
て
他
も
老
朽
化
し
て
き

て
い
る
こ
と
は
事
実
。

　

庁
舎
内
で
議
論
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

◆
町
の
草
刈
り
作
業
で
の
事

故
が
多
い
。
危
険
な
作
業
で

あ
り
熟
練
し
た
業
者
へ
の
委

託
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

A　
民
間
に
委
託
し
た
か
ら

事
が
済
む
も
の
で
は
な
い
。

　

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
な

段
取
り
等
を
含
め
て
対
応
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

︿
教
育
長
総
括
質
疑
﹀

◆
い
じ
め
問
題
や
不
登
校
問

題
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の

対
応
に
つ
い
て
。

A　
今
年
は
８
月
に
緊
急

の
校
長
会
を
開
催
し
、
い
じ

め
の
指
導
指
針
を
学
校
へ
通

知
し
た
。

　

町
内
の
学
校
で
年
２
回
ほ

ど
調
査
す
る
と
、
深
刻
な
も

の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　

日
常
的
に
学
校
か
ら
い
ろ

ん
な
問
題
が
報
告
・
相
談
さ

れ
る
。
そ
れ
を
受
け
学
校
長

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
私
と
指

導
主
事
と
学
校
教
育
課
長
が

連
携
し
て
学
校
と
共
通
認
識

を
図
り
な
が
ら
、
対
応
の
仕

方
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い

る
。

　

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
真

摯
に
対
応
す
る
の
は
当
然

で
、
学
校
に
事
実
関
係
の
確

認
を
行
い
、
保
護
者
と
話
し

合
い
早
期
対
応
早
期
解
決
に

努
力
を
し
て
い
く
。

　

次
に
不
登
校
の
問
題
に
つ

い
て
、
不
登
校
に
つ
い
て
原

因
を
追
及
す
る
の
は
難
し

い
。
我
々
が
学
校
に
対
し
て

指
導
す
る
の
は
定
期
的
に
き

ち
ん
と
面
会
を
し
て
確
認
す

る
こ
と
。
あ
る
い
は
保
護
者

と
は
常
に
連
絡
を
取
り
な
が

ら
連
携
す
る
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
、
年
間
に
江
差
中

学
校
で
128
時
間
、
北
中
学
校

で
64
時
間
来
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。江
中
の
場
合
、

町
長
・
教
育
長
総
括
審
議

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
議
は
、
各
課
長
な
ど
担

当
者
へ
の
質
疑
に
加
え
、
町
の
基
本
的
な
考
え
方
の
確

認
や
大
き
な
課
題
に
関
し
て
は
、
町
政
全
般
を
町
長
へ
、

教
育
行
政
に
関
し
て
は
教
育
長
へ
総
括
的
な
質
疑
を
行

い
ま
す
。

　

今
年
は
町
長
へ
５
項
目
と
教
育
長
へ
１
項
目
、
総
括

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

職員による草刈り作業は、事故防止や
効率性などから避けるべき。
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夏
休
み
冬
休
み
を
除
け
ば
月

1
回
か
ら
2
回
程
度
来
ら
れ

る
の
で
そ
れ
を
活
用
し
て
い

る
。

　

数
年
前
か
ら
見
れ
ば
件
数

は
減
っ
て
い
る
が
ゼ
ロ
に
は

な
か
な
か
な
ら
な
い
。
学
校

と
保
護
者
が
連
携
を
し
て
登

校
刺
激
を
与
え
な
が
ら
、
そ

の
子
の
状
況
を
把
握
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
大
事
と
考

え
て
い
る
。

委員会 2 日目午後は決算に関連して町内の施設 3 カ所を見学。
写真は冨樫農園では代表者から生産現場の現状を聞き取り。

平成 23 年度決算に対する監査委員からの審査意見
　平成 23 年度の経営状況は損益計算書において、
当年度純損失が１億３千 138 万円となっている。
前年度の繰越欠損金を加えると、11 億５千 92 万円
となり、未処理欠損金が多額となっている。
　営業費用については効率的な運用がなされてい
るものの、次年度以降の経営については、本年度
同額程度の純損失が見込まれる状況にあり、累積
欠損額は引き続き増額していくものと思われる。
　また、事業経営の根底をなしている給水収益に
ついては、前年度比１千万円の減で、昨年度に続
いての減額となった。
　料金改定による効果も人口の減少、節水思想の
普及、経済の停滞等により水需要の更なる落ち込
みが見込まれ、費用面では多額にわたる企業債償
還金、老朽施設の補修、更新に要する経費が見込
まれる等、事業経営を取り巻く環境はますます厳
しい状況に直面している。
　今後の事業経営にあたっては、更なるコストの
縮減を図りつつ、資金面の厳しい現実を直視し、
町との連携を充分に図り、早期に中・長期の財政
計画を策定し、真に町民の信頼に応えられるよう
簡素で効率的な事業運営を強く望む。
（注：金額は１万円単位に簡略化しています）

　「監査委員」は、町の財務に関する事務の執
行や経営に係る事業の管理などが、法令等に従
って適正に行われているかどうか、また、効率
的・効果的に行われているかどうかという観点
から、議会とは別組織として各種監査や審査等
を行う機関です。
　議会に対し、平成 23 年度各会計決算は適正
としながらも、いくつかの意見が付されてきま
した。その中で、水道会計に関する監査の意見
を要約しお伝えします。

担当職員を相手に監査を進める川端成吾代表監査委員
（右）と、議会選出の小笠原満監査委員
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議員にとって「一般質問」
は、議場という公の場で、
町長や教育長に対して町政
運営の考え方や将来に対す
る方針を質すことができる
唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せていま
す。
◆表示の説明◆
　文中の再、再々はそれぞれ再質問、
再々質問を表します。

一
般
質
問

５
議
員
が
町
政
を
問
う

　議員が行った質問や町政への提言はどのように反映されてい
るのでしょうか？今回制定された『企業立地の促進及び雇用の
奨励に関する条例』に関して、議会の動きと共にご紹介します。

議 会 の 力

『企業立地の促進及び雇用の奨励に関する条例』の制定
　町独自の企業誘致を目指した条例は、昭和 40 年に制定し
た「工場誘致条例」以来 47 年ぶりに生まれました。
　大きな特徴は、３つです。幅広い業種で小さな事業所や個
人の挑戦も支援できるようにしました。

　○助成の対象要件となる投資額を既存の町条例で２千７百
　　万円以上だったものを１千万円以上とし、ハードルを下
　　げました。
　○投資要件をクリアして町内在住者２人以上の新規雇用が
　　ある場合、雇用の奨励金を設けました。
　○助成の対象業種を大幅に広げました。

　条例の詳しい内容は、広報えさし 10 月号８ページをご覧
ください。

平成 23 年３月に「経済産業活性化対策に関
する調査特別委員会」が行なった報告から

　（宿泊施設の誘致に関して）町外資本による新たな
施設整備の可能性を模索することも必要。
　そのためには「他の市町村と同じ程度の支援」では発信
力が弱い。
　江差町ならではのインパクトのある誘致策を条例などに
より準備し発信すべきである。なお、これは宿泊施設に限
　ることなく「新たに江差へ進出」し「雇用を生む」
　　　　企業も含めて検討するべきである。

　現在計画している企業誘致条例については
江差の特性を生かして魅力的な条例とすべき。

平成 24 年３月定例会一般質問より
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横
山　

敬
三  

議
員
（
無
会
派
）

道
立
江
差
病
院
に
お
け
る
分
娩
の
再
開
に
つ
い
て

　

   

特
に
進
展
し
た
と
い
う
情
報
は
な
い

町
長

        

　

来
年
度
か
ら
出
産

が
可
能
と
な
る
と
い
う
報
道

に
関
し
て
、今
後
の
予
定
は
。

　

先
の
道
議
会
６
月
定
例
会

に
お
け
る
知
事
の
答
弁
は
、

産
婦
人
科
医
の
年
間
を
通
じ

た
派
遣
に
つ
い
て
見
通
し
が

立
ち
つ
つ
あ
り
、
最
終
的
な

調
整
に
向
け
て
協
議
を
し
た

い
と
の
内
容
で
あ
り
、
特
に

進
展
し
た
と
い
う
情
報
は

入
っ
て
い
な
い
。

　

半
年
後
の
話
で
あ
り

麻
酔
医
な
ど
の
配
置
な
ど
に

関
す
る
目
途
が
示
さ
れ
て
も

良
い
と
思
う
が
。

　

分
娩
再
開
に
は
麻
酔
科
の

医
者
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

ら
も
含
め
た
形
で
の
検
討
と

い
う
事
と
な
る
。

ら
多
く
そ
の
改
善
を
図
る
べ

き
。
住
民
の
意
識
に
対
応
出

来
る
診
療
体
制
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
。

　

道
立
病
院
の
独
法
化

は
い
く
つ
も
の
懸
念
が
あ

る
。
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
域
と
し
て
具

体
的
な
取
組
み
が
必
要
で

は
。

　

今
、
道
で
行
っ
て
い
る
検

討
は
道
立
病
院
を
な
く
す
る

と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
こ

の
地
域
の
医
療
を
守
る
事
を

前
提
に
し
た
も
の
。
独
法
化

は
経
営
改
善
へ
の
一
つ
の
手

段
で
あ
り
、
な
く
す
る
と
い

う
事
を
前
提
と
し
た
も
の
で

は
な
い
。

　

独
法
化
が
進
め
ら

れ
る
と
、
こ
の
南
檜
山
地
域

の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、

大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
で

は
。
地
域
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

　

　

報
道
は
、
北
海
道
病
院
事

業
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
に
関

す
る
検
討
委
員
会
の
意
見
で

あ
る
。

　

今
後
と
も
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
働
き
か
け
を
す
る

と
共
に
、
診
療
体
制
の
確
保

と
強
化
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　

南
檜
山
地
域
医
療
対
策
協

議
会
の
意
見
の
中
で
は
、
医

療
従
事
者
の
接
遇
問
題
で
患

者
が
管
外
に
流
出
し
て
い
る

と
い
う
意
見
が
地
域
住
民
か

　

医
療
従
事
者
は
、

日
々
の
ス
ト
レ
ス
が
大
変
大

き
い
も
の
。

　

良
い
医
療
を
受
け
る
た
め

に
も
そ
れ
ら
を
緩
和
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
は
。

　

道
立
江
差
病
院
の
職
員
の

方
々
は
、
町
内
で
あ
れ
ば
島

ま
つ
り
等
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
、
町
民

と
の
交
流
の
場
が
多
い
と
聞

い
て
い
る
。
現
状
で
は
特
段

の
方
策
は
考
え
て
い
な
い
。

道
立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
案
に
つ
い
て

　

   

案
は
あ
く
ま
で
も
検
討
委
員
会
の
意
見

町
長

再

議
員

町
長

健
康
推
進
課
長

再

議
員

町
長

健
康
推
進
課
長

道
立
病
院
関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

   

町
民
と
の
交
流
の
場
は
多
い
と
認
識
し
て
い
る

町
長

今年のかもめ島まつり「北前船競漕大会」に出場した道立江
差病院チーム。他も含め、地域行事への参加姿勢は積極的。

議
員

町
長

◆
言
葉
の
説
明
◆

独
立
行
政
法
人

　

公
共
上
、
必
要
な
事
務

及
び
事
業
な
が
ら
、
行
政

が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
直

接
実
施
す
る
必
要
が
な
い

な
ど
と
い
っ
た
行
政
組
織

の
効
率
化
等
を
目
的
に
設

立
さ
れ
る
法
人
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

国
立
函
館
病
院
が
平
成
16

年
に
独
立
行
政
法
人
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
病
院
事
業
改
革
プ

ラ
ン

　

道
立
病
院
は
、
広
域
医

療
等
を
担
い
地
域
医
療
の

確
保
に
努
め
て
い
る
一

方
、
そ
の
経
営
状
況
は
極

め
て
厳
し
く
、
経
営
の
安

定
に
向
け
て
抜
本
的
な
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
プ
ラ
ン
は
そ
の
一
環
で

す
。

南
檜
山
地
域
医
療
対
策
協

議
会

　

江
差
町
、
上
ノ
国
町
、

厚
沢
部
町
、
乙
部
町
、
奥

尻
町
の
５
町
で
、
地
域
医

療
の
今
後
の
あ
り
方
等
を

協
議
・
検
討
す
る
組
織
で

す
。

9 月定例会　一般質問



　

昨
年
の
９
月
定
例

会
で
、
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
質
問
し
た
際
、
地
方

財
政
状
況
の
見
通
し
に
大
き

な
変
化
が
無
け
れ
ば
整
備
し

た
い
と
の
回
答
だ
っ
た
が
、

江
差
中
学
校
は
平
成
25
年
度

に
改
築
出
来
る
の
か
。

　

国
の
補
助
金
、
起
債
等
の

財
源
手
当
て
を
十
分
に
見
極

め
な
が
ら
、
平
成
25
年
度
に

着
工
で
き
る
よ
う
取
り
進
め

た
い
。

①
現
時
点
で
来
年
４
月
か
ら

の
分
娩
再
開
に
向
け
た
最
終

調
整
に
入
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
分
娩
再
開

に
は
麻
酔
科
医
の
配
置
が
必

須
で
あ
る
。

②
救
急
対
応
一
時
休
止
の
概

要
は
、
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
月
曜
日
の
午
前
９
時
ま

で
の
時
間
帯
と
、
祝
祭
日
の

午
前
９
時
か
ら
翌
日
の
午
前

９
時
ま
で
の
時
間
帯
が
受
入

不
可
と
な
る
も
の
。

　

ま
た
、
南
檜
山
管
内
医
療

機
関
と
の
連
携
と
し
て
、
函

館
新
都
市
病
院
救
急
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
利
用
し
、
救
急
患

者
の
受
け
入
れ
を
行
う
事
と

し
て
お
り
、
管
内
医
療
機
関

並
び
に
消
防
機
関
に
対
し
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
、

連
携
は
十
分
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

再
開
時
期
は
11
月
末
ま
で

の
見
通
し
だ
が
、
医
師
の
確

保
状
況
に
よ
る
も
の
と
聞
い

て
い
る
。

　

脳
疾
患
の
場
合
、
時

間
と
の
戦
い
に
な
る
。
例
え

ば
救
急
隊
が
脳
疾
患
と
判
断

し
た
場
合
に
道
立
等
に
搬
送

し
な
い
で
直
接
新
都
市
病
院

に
行
け
る
の
か
。

　

原
則
と
し
て
必
ず
休
日
当

番
医
に
入
る
が
、
消
防
と
の

確
認
の
中
で
は
、
そ
の
状
況

に
よ
っ
て
は
当
番
医
の
医
師

の
判
断
に
よ
り
、
新
都
市
病

院
の
救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

使
っ
て
直
接
搬
送
す
る
事
も

可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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萩
原　

徹  

議
員
（
無
会
派
）

平
成
25
年
度
江
差
中
学
校
は
改
築
出
来
る
の
か

　

   

着
工
で
き
る
よ
う
取
り
進
め
た
い

町
長

道
立
病
院
に
お
け
る
分
娩
再
開
の
時
期
は

　

   

４
月
に
向
け
て
調
整
中
と
聞
い
て
い
る

町
長

再

議
員

町
長　

①
知
事
が
道
立
江

差
病
院
へ
の
産
婦
人
科
医
の

年
間
を
通
し
た
派
遣
に
つ
い

て
見
通
し
が
立
っ
た
と
表
明

し
た
が
再
開
時
期
は
い
つ
な

の
か
。
ま
た
、
麻
酔
医
を
常

勤
さ
せ
る
の
か
。

②
江
差
脳
神
経
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
救
急
対
応
の
一
部

中
止
の
概
要
と
、
南
檜
山
管

内
各
医
療
機
関
と
の
連
携

は
。 議

員

町
長

健
康
推
進
課
長



　

道
内
自
治
体
で
リ

フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
を
実
施

し
て
い
る
取
り
組
み
状
況
を

分
か
る
範
囲
で
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

は
町
内
へ
の
経
済
波
及
効
果

も
高
い
と
思
う
が
町
長
の
認

識
は
。
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◆
言
葉
の
説
明
◆

民
泊

　

宿
泊
施
設
の
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
ホ
テ
ル
や

旅
館
の
代
わ
り
に
、
一
般

家
庭
な
ど
で
観
光
客
を
受

け
入
れ
る
方
式
。

　

北
海
道
で
は
長
沼
町

で
、
農
業
体
験
を
中
心
と

し
た
民
泊
が
盛
ん
で
す
。

小
林 

栄
治  

議
員
（
共
産
党
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
助
成
は

　

   

制
度
導
入
は
時
期
尚
早

町
長

新
幹
線
開
業
を
見
据
え
民
泊
の
推
進
を

　

   

民
泊
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い

町
長

議
員

町
長

　

道
内
で
は
92
の
自
治
体
が

リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
を
導

入
し
て
お
り
、
管
内
で
は
せ

た
な
町
が
今
年
度
か
ら
開
始

し
て
い
る
。

　

導
入
に
よ
っ
て
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
は
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

現
在
の
財
政
力
を
考
え
た
場

合
に
、
制
度
導
入
は
時
期
尚

早
と
考
え
る
。

大
会
時
に
お
い
て
満
員
と
な

り
、
宿
泊
不
足
が
生
じ
て
当

町
観
光
推
進
の
上
で
の
課
題

で
も
あ
る
。

　

８
月
17
日
の
臨
時
会
で
議

決
い
た
だ
い
た
「
歴
史
文
化

等
体
験
民
泊
調
査
事
業
」
に

よ
り
一
般
家
庭
で
の
民
泊
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　

２
０
１
５
年
の
北

海
道
新
幹
線
の
函
館
開
業
に

あ
わ
せ
、
江
差
町
に
お
い
て

も
色
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
事
と
思
う
が「
民
泊
」

を
重
視
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

　

民
泊
先
が
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
兼
ね
歴
史
や
文
化

を
紹
介
で
き
る
、
ま
た
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
も
提

供
出
来
る
な
ど
、
一
軒
一
軒

が
特
色
を
も
っ
た
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
る
様
な「
民
泊
」

の
導
入
に
つ
い
て
、
町
と
し

て
も
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　

　

当
町
に
お
け
る
宿
泊
施
設

で
の
受
け
入
れ
可
能
数
は
、

10
軒
で
収
容
総
員
約
３
２
０

人
。
８
月
の
姥
神
大
神
宮
祭

典
や
９
月
の
江
差
追
分
全
国

町内経済への刺激策として、リフォーム補助金は有効である
が・・・・。

町
長

議
員

新青森駅に乗り入れている新幹線の車両。
３年以内に同系の車両が北海道内に姿を現
す予定だが迎える準備は。

9 月定例会　一般質問
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大
門 

和
子  

議
員
（
無
会
派
）

江
差
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
㈱  

事
業
終
了
後
に
お
け
る
風
車
撤
去
の
確
約
を

　 　   

約
束
は
で
き
な
い
が
主
張
は
す
る

町
長　

江
差
町
の
第
３
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
江
差
ウ
イ

ン
ド
パ
ワ
ー
（
株
）」
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

①
風
車
な
ど
機
械
装
置
の
耐

用
年
数
と
実
働
年
数
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

②
売
電
契
約
の
延
長
の
可
能

性
は
。

③
稼
働
終
了
後
、
今
の
風
車

は
撤
去
さ
れ
る
の
か
。

④
先
の
臨
時
議
会
で
同
社
が

固
定
資
産
税
３
千
５
０
０
万

円
を
滞
納
し
て
い
る
と
報
告

が
あ
っ
た
が
、
会
社
の
経
営

計
画
の
中
で
ど
の
よ
う
に
支

払
っ
て
い
く
か
。

　

①
法
定
耐
用
年
数
は
17
年
で

あ
り
、
実
働
年
数
は
20
年
と

な
っ
て
い
る
。

②
売
電
契
約
も
、
17
年
の
予

定
が
20
年
と
な
る
た
め
、
３

年
間
の
期
間
延
長
と
な
る
。

③
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
、検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

当
初
、
風
車
は
17
年
後
は
解

体
す
る
約
束
が
あ
っ
た
が
、

解
体
す
る
だ
け
の
収
入
が
な

い
の
が
実
態
で
あ
る
。

④
滞
納
分
は
平
成
25
年
３
月

末
ま
で
に
納
入
と
社
長
か
ら

は
回
答
を
得
て
い
る
。

　

①
決
算
の
状
況
で
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
が
減
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
。

②
単
価
が
変
わ
る
に
あ
た
っ

て
、
経
営
計
画
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

③
固
定
資
産
税
の
３
月
末
納

入
は
今
の
経
営
状
況
で
可
能

か
。

　

①
落
雷
被
害
が
多
か
っ
た
が

現
在
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

②
現
時
点
の
経
営
計
画
は
低

い
単
価
の
も
の
で
、
新
買
取

制
度
後
の
経
営
計
画
は
今
後

に
な
る
。

③
売
電
単
価
が
現
在
５
円
台

か
ら
19
円
台
に
な
る
こ
と
で

収
入
増
が
見
込
ま
れ
る
。

　

株
主
の
町
と
す
れ
ば
、
会

社
の
社
長
へ
優
先
的
に
滞
納

額
を
納
め
て
い
た
だ
く
交
渉

を
し
て
い
る
。

　

町
長
は
同
社
に
関

す
る
町
の
債
務
保
証
を
無
く

し
た
大
き
な
業
績
が
あ
る
。

　

今
、
風
車
が
あ
る
土
地
は

最
終
的
に
更
地
と
す
る
契
約

を
、
町
長
の
任
期
中
に
。

　

ま
た
、
単
価
改
正
に
よ
る

変
更
後
の
経
営
計
画
を
議
会

に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

将
来
的
な
解
体
も
含
め
た

計
画
に
つ
い
て
は
取
締
役
会

で
意
見
反
映
は
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。
約
束
は

で
き
な
い
が
、
解
体
と
い
う

方
向
性
を
主
張
し
て
い
き
た

い
。

　

経
営
計
画
は
今
後
お
示
し

出
来
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ

ば
、
示
し
て
い
く
。

◆
言
葉
の
説
明
◆

売
電
単
価
の
改
正

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
拡
大
を
目
的
に
、

7
月
1
日
か
ら
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
江
差
ウ

イ
ン
ド
パ
ワ
ー
㈱
と
電
力

会
社
の
契
約
単
価
は
、
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
５
円
強
か

ら
、
19
円
台
と
な
り
、
経

営
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

政
策
推
進
課
長

議
員

町
長

再

町
長

再
々



議会だより15

　

福
島
原
発
事
故
を

教
訓
と
し
て
、
江
差
町
に
近

い
泊
原
発
と
大
間
原
発
へ
の

反
対
と
、
原
発
ゼ
ロ
を
求
め

る
意
思
表
示
を
。

　

　

悲
惨
な
状
況
を
生
ん
で
い

る
の
は
事
実
で
あ
り
、
限
り

な
く
原
発
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け

て
い
く
事
は
望
ま
し
い
。

　

た
だ
し
、
原
発
に
代
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
出
来 小

野
寺  

真  

議
員
（
共
産
党
）

泊
原
発
・
大
間
原
発
反
対
の
意
思
表
示
を

　 　   

限
り
な
く
原
発
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
て
い
く
事
は
望
ま
し
い

町
長

議
員

町
長

な
い
中
、
既
存
の
原
発
施
設

の
安
全
性
を
国
が
し
っ
か
り

と
判
断
し
、
国
民
に
示
す
事

が
第
一
と
考
え
る
。

　

今
夏
、
電
力
は
原
発

が
稼
働
し
な
く
て
も
足
り
て

い
た
こ
と
は
明
白
だ
が
。

　

現
状
で
足
り
る
と
い
う

話
だ
け
で
は
な
く
、
原
発
を

廃
炉
に
し
た
後
の
こ
と
な
ど

ト
ー
タ
ル
で
の
答
弁
で
あ
る
。

等
を
利
害
関
係
者
の
協
議
も

含
め
て
、
十
分
な
時
間
を
確

保
し
て
結
ぶ
と
い
う
意
志
表

明
を
。

①
道
町
村
会
等
と
連
携
を
図

り
つ
つ
対
応
し
た
い
。

②
事
前
審
査
終
了
後
、
地
元

へ
の
説
明
会
等
を
経
て
協
定

書
を
作
成
し
た
い
。

　

小
野
寺
議
員
は
、
こ
の
ほ

か
に
、「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と

地
域
の
森
林
復
興
・
再
生
に

つ
い
て
」
質
問
し
て
い
ま
す
。

震
災
地
へ
の
支
援
、
ガ
レ
キ
以
外
で
検
討
を

　

    

町
村
会
と
連
携
を
図
り
つ
つ
対
応
し
た
い

町
長　

①
ガ
レ
キ
受
入
表

明
後
、現
時
点
で
の
動
向
は
。

②
民
間
の
管
理
型
最
終
処
分

場
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

　

①
新
た
に
漁
具
・
魚
網
に
つ

い
て
全
国
の
自
治
体
に
広
域

処
理
の
依
頼
が
あ
っ
た
が
、

北
海
道
と
し
て
各
自
治
体
と

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
。
地
域
と
し
て
は
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

②
最
終
処
分
場
の
建
設
に
つ

い
て
は
現
在
北
海
道
に
お
い

て
事
前
審
査
中
で
あ
る
。

　

①
被
災
し
た
地
域
の

実
態
を
つ
か
み
、
ガ
レ
キ
処

理
で
は
な
い
別
な
支
援
策
を

検
討
す
べ
き
。

②
公
害
防
止
協
定
は
問
題
点

町
営
住
宅
の
住
み
替
え
周
知
を

　

   

今
後
、
周
知
し
て
い
き
た
い

町
長　

体
の
不
自
由
な
方

が
２
階
建
て
町
営
住
宅
に
入

居
し
て
い
て
不
便
と
な
っ
た

場
合
、
平
屋
に
住
み
替
え
が

出
来
る
場
合
の
基
準
は
。

　

住
み
替
え
希
望
と
実
態
を

調
査
し
た
上
で
は
可
能
で
、

同
居
人
の
人
数
の
増
減
や
日

常
生
活
に
身
体
の
機
能
上
の

制
限
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
等
が
要
件
で
あ
る
。

　

条
例
だ
け
で
な
く
基

準
を
作
る
べ
き
。
ま
た
、
基

準
を
作
っ
て
も
、
移
る
所
が

無
い
の
で
は
。

　

個
々
の
事
情
に
よ
り
考
え

る
べ
き
で
、
基
準
の
作
成
に

つ
い
て
は
不
要
と
考
え
る
。

移
り
住
む
場
所
が
な
い
と
い

う
点
は
課
題
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。

　

住
み
替
え
が
出
来

る
と
い
う
事
を
年
に
１
回
で

も
知
ら
せ
る
べ
き
。

　

今
後
、
周
知
し
た
い
。

再

議
員

町
長

政
策
推
進
課
長

再

環
境
住
宅
課
長

町
長

議
員

環
境
住
宅
課
長

町
長

町
長

昨年、町職員が派遣された岩手県山田
町の物資仕分けの現場。
がれき受入以外の支援の検討は。

再
々

再

9 月定例会　一般質問



　江差町議会議員会（会長：小笠原淳夫議員。議員12名で
構成）は、大会前日の９月20日、全国の追分関係者と町民
に参加いただきながら『前夜祭』を行ないました。
　一つの民謡で50回を継続しているのは全国でこの大会だ
けであり、追分を愛して遠路江差へ足を向けて下さる方々
と、長年にわたり地域で大会を支えて下さった町民の皆さ
んに感謝を込めて催したものです。
　当日は200名を超える方々
が来場され、芋の塩煮や三
平汁に舌鼓。また、ボラン
ティアで出場くださった江
差餅つきばやし保存会の皆
さんは、披露してくださっ
た後に来場者へ手ほどきも
してくれて大盛り上がり。

道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています 議会だより 16

議 会 の 動 き

第50回記念江差追分全国大会
議員会が前夜祭を開催！盛況でした！

　議会活動の中で正式な会議として、前号でお知らせした
「本会議」の他に「委員会」と「全員協議会」があります。
　今月は、委員会に関してお知らせします。
　自治体の議会ごとに委員会の果たす役割は差がありま
す。大きな市などでは理事者側から提案された案件を各委
員会で事前に審議するところもありますが、江差町議会に
おける委員会活動の多くは、事務や事業の調査を行ってい
るのが実態です。
　議会議員は、常に住民の立場で行政機関と向き合うこと
になります。しかし行政課題個々の業務に関する情報や知
識は、日々職務としている理事者側との差が否めません。
　その差を埋めて、議会活動に生かすため「委員会」活動
を活発に行っています。

議 会 の こ と ば

「委員会」活動8月17日
　◆議会運営委員会（出席５名）
　　・第４回臨時会の運営について
　◆臨時会（出12名）
　◆全員協議会（出12名）
　　・函館労働基準監督署駐在所廃止問題
8月27日
　◆決算審査特別委員会（出10名）
　　・決算審査に向けた要求資料の精査
　◆議会運営委員会（出席５名）
　　・第３回定例会の運営について
　◆総務産業常任委員会（出席６名）
　　・指定管理施設の現況について
9月5日
　◆議会運営委員会（出４名、欠１名）
　　・第３回定例会の運営について
9月6日
　◆全員協議会（出11名、欠1名）
　　・ＪＲ江差線について
　　・企業誘致条例について
9月11日～13日
　◆定例会（出12名）
　◆決算審査特別委員会（出10名）
9月20日
 　◆社会文教常任委員会
　　（委員出席５名、委員外議員出席７名）
　　・江差中学校改築整備に関する進捗状況
10月3日
　◆桧山広域行政組合議会（出２名）
　　・第２回定例会
10月11日
　◆産廃特別委員会（出10名、欠１名）
　　・視察事前打ち合わせ
　◆議会広報特別委員会（出５名）
　　・11月号議会だよりについて
10月18日
　◆総務産業常任委員会（出５名）
　　・指定管理施設の現況について
10月24日
　◆産廃特別委員会（出10名、欠２名）
　　・建設計画同類施設の視察（赤平市）


